

























































































た。初代教授は p.J・フェト (Veth，Pieter Johannes， 1814-1895)，第二代教授






















2 たとえば， J・G・フレーザー (Frazer，James George， 1854-1941)は，金枝篇初版



















































[Wilken， (1885) 1912: 108J 
ウィルケンは，原住民のアダットを知ることが，植民地支配にとって有益で
あることを説く。その知識をもとにして，インドネシア人に接することで，彼


















































































授であったc.p. ティーレによる『宗教史における自然宗教の位置~ (De Plωts 














6 ティーレ [Tiele，1873 : 13-4Jからの引用である。
















心があったJ[Tie1e， 1873 : 6 Jと述べる。以下に示されるが，ティーレがいわ
ゆる自然民族の宗教に関心を持っていた理由は，それらが自分たちの宗教にお
ける問題に，光をもたらす可能性を信じたからであった。彼は「宗教史におい
てどのような位置が自然民族にふさわしいのかJ[Tie1e， 1873 : 6 Jと問う。そ
して当時議論されていた進化論と退化論に言及したのち，彼自身は結果的に進






をもたらすと述べている [Tie1e，1873 : 14-19J。すなわち，タイラーのいう
「残存」の概念である。「より高いものを理解したいものは，より低いものか
ら，宗教の進化を知ろうとするものは，野蛮人の宗教から始めなくてはならな






宗教とより高い宗教の関係にある。 [Tie1e，1873 : 25J 





















1873 : 26J 
ティーレがこのように，二つの宗教的な進化の段階という見解をもっていた
のは，これらに共通の要素があると考えていたからである。それが宗教の本質













が，後により明確に表現している [Tiele，1873， (1896) 1979J。しかし，ティー
レによれば，宗教の形態は，常にその本質であるわけではない [Tiele，1873 : 














て支配されているからである。 [Tie1e，(1896) 1979: 68J 
ティーレによれば，アニミズムは宗教ではなく，宗教を支配しているもので
あるという。その「アニミズム」という術語はタイラーから借用したものだと
いうが [Tie1e，(1896) 1979: 68J，ティーレはタイラーとは全く異なる見解を
持った。タイラーによるアニミズムの定義は「霊的存在への信仰」で，宗教の





























を引用したが， E. B・タイラーの影響が顕著にみられる [Jaarsmaand de Wolf， 

























に帰国している (Jaarsmaand de Wolf， 1991aJ。
オランダ宗教現象学との関わりについては，クロイトの提案した「霊質Jの概念は，
非人格的な力として考えられ，ファン・デル・レーウ(Leeuw，Gerardus v組 der，1890 






















命力J[Kruijt， 1906: 1 Jである。それに対して「霊魂Jは， i人間の死後に初
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The Science of Religion and Ethnology in the Netherlands. 
RisaAIZAWA 
It is worth to show the different ways“animism" was used， inthe framework of the science of 
religion and ethnology， during the late 19th and early 20血 centuryNetherlands. This is because 
such uses might be connected with the way "animism" is utilized in present day Indonesia. In the 
Indonesian context，“animism" implies primitiveness， backwardness， and sometimes even 
communism. That causes people reg紅dedas“animists" to be treated with disdain stil today. 
Theories such as “animism" were formed through the intellectual exchange between scientists 
of religion located in Europe and ethnologists located in the colonies， especia11y in Dutch East 
Indies. Although the two fields had a close relation， there were significant differences between 
them in terms of doctrinal standpoints and views of the primitives. 
In this paper， in order to bring that into light， 1 wi1l take a closer look at the works of G. A. 
Wilken， C. P. Tiele and A. C. Kru詰t，focusing especially on the particular use each of them make 
ofthe word “animism". W e will notice their schools of thought， and how being distant from the 
colony influenced them. 
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